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　2025年度の夏季賞与の支給について、「支
給する（予定を含む）」が88.3％（前年比
▲3.2p）に上る（図表 1）。
　業種別では、「支給する」は製造業で
90.9％、非製造業で87.4％と大きな違いは
見られない。ただ、「支給しない」は製
造業で9.1％と非製造業の4.0％を上回った。
自由回答では、食料品以外の製造業の事業
者から業績が低迷する中、夏季賞与の支給
に苦慮するとの声が聞かれた。
　従業員規模別では、「支給する」の割合
が30人未満で81.8％、30人以上300人未満
で92.1％、300人以上で100.0％と、従業員
規模が大きくなるにつれて支給の割合が高
くなっている。ただ、「支給する」の割合
は、30人未満の企業においても 8割を超え
ており、多くの企業で夏季賞与を支給して
いる。
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　「第135回熊本県内企業業況判断調査」（ 8～15頁）の特別テーマとして、県内主要企業を対象に
2025年度の夏季賞与の支給状況について調査を行った。以下はその結果である。

夏季賞与支給額は増加傾向継続も、
業況判断により明暗分かれる

１ 夏季賞与の支給
図表１　夏季賞与の支給予定

【調査概要】

１ ．対象企業 県内主要企業　574社
２ ．調査時点 ２0２5年 5 月 7 日～ 5月２7日
３ ．回答状況 回答企業 ２１３社

【調査結果の概要】

夏季賞与を「支給する（予定を含む）」企業は、88.３％（前年比▲３.２p）と前年を下回ったものの、業種や
従業員規模に関わらず高い割合となった（図表 １）。
支給額の増減について、「増加」の割合は３7.4％（前年比＋１.0p）と前回、前々回に続き ３割超を維持して
おり、増加傾向は継続している（図表 ２）。
業況判断別では、「業況良い」で「増加」の割合が57.7％（同＋１２.２p）と前年を大きく上回った一方で、
「業況悪い」では「減少」が３３.３％（同＋１１.6p）と前年を大きく上回り、支給額の増減は業況判断によっ
て明暗が分かれた（図表 ３）。
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